


































































































































































































































































① ② ③ ④
Condition
　　　　　　　　　　Fig．9　Potential　at　the　center　of　the　agar
（Condition①：Before　inse直ing　the　tube，②：A仕er　inse就ing　the　tube（depth＝1cm），
　　　　　③：After　inserting　the　tube（depth＝2cm）④：A貴er　extracting　the　tube）
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病虫害評価のための樹体内電位分布測定に関する基礎研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．考察
　本研究では，病虫害を摸擬する侵害として樹木の枝を切断し，その前後の内部電位分布
を推定した．透心断面の場合には，切断した枝に近い電位検出電極で最も電位が上昇した．
まず侵害部位では，組織の切断によって癒傷組織の形成がなされID，電気インピーダンス
が増加すると考えられる．これによって非侵害部位への電流分流量が増え，特に枝を切断
した同じ高さでの電位検出電極近傍の電位が上昇したと考えられる．また，電位変化が距
離的には近いにもかかわらず深いところに観られない原因としては，樹幹内部における樹
心方向の電気抵抗が接線方向（年輪に沿う方向）に対して高いηためと思われる．次に横断面
の場合には，切断した枝の近傍で最も電位が下がった．この電位降下は，侵害部位のイン
ピーダンスが増加したことにより，電位検出電極において分圧比が減少したためと考えら
れる．さらに前述した樹幹内部の電気的特性に加え，縦方向の電気抵抗が接線方向に比べ低
いηため，枝を切断するという侵害に対しては横断面解析の方が透心断面に比べ電位変化が
大きく，侵害部位の特定は容易であると思われる．
　疑似試料における評価実験では，電位検出電極の上部にゴム製チューブを挿入した．そ
の結果，検出電極近傍の電位が下がり，樹木の枝を切断した場合と同様な電位変化が確認
された．これは，絶縁体であるチューブの挿入によって，検出電極上部のインピーダンス
が増加したためであり，枝を切断した場合にはその周囲で同様なインピーダンスの変化が
生じていると考えられる．さらに試料内部の電位推定値と実測した中心部の値を比較した
結果，両者に高い相関を得た．
　以上の結果により，内部電位の推定方法が正しいことが確認され，本方法によって樹木
における侵害部位の特定が可能であることが示された．
　　　　　　　　　　　　　　　　　5．まとめ
　樹木の病虫害評価のために樹体内電位の計測及び推定法に関する基礎的な検討を行った．
樹木を用いた実験では，摸擬する侵害として枝を切断し，その前後の内部電位変化を観察
した．その結果，横断面の測定において侵害の部位の特定が可能であることが示された．
また，疑似試料による実験では，絶縁体挿入による電位変化を観察し，さらに内部電位の
推定値と実測値との比較により，推定方法が正しいことを確認した．今後は，この推定方
法を基に複素インピーダンスの推定方法について開発を進めていくと共に，自生するマツ
を対象として樹体内電位分布と樹木の状態との関係について検討を行う予定である．
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